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水産海洋基礎（シラバス）

(３)基礎実習
　遠泳実習
　スキンダイビング

海上において身体を安全に処する能力を養うと共に強健
な心身の発達を図り、海に対する理解と関心を深めるこ
とができるよう指導する。
・遠泳実習では平泳ぎを中心に立ち泳ぎや浮き身法など
を指導する。
・スキンダイビングでは機材の使用方法や基本的技術を
指導する。

水産業や海洋関連産業で必要な
基礎的な技術を習得している。

海上での安全確保のための課題
を発見し、合理的かつ創造的に
解決しようとしている。

海上を中心とする集団行動を通
して自ら学び主体的かつ協同的
に取組もうとしている。

6

(1) 海のあらまし
　ウ　海と環境

　エ　海と生物

・海洋環境の概要や役割及び保全と管理について，河川
などの陸水も含め，基礎的な内容について理解するよう
指導する。
(水産海洋基礎P25~28)

・魚介類の飼育や観察などの基礎的な内容を扱う。また
，磯採集や釣りで採集した生物の飼育や観察などの体験
的な学習を通して，生態系や生息環境など海や陸水の生
物の特性について理解できるよう指導するとともに，生
物多様性によって支えられる生態系サービスの概要につ
いても触れる。
(水産海洋基礎P30～35)

・海洋環境の概要や役割及び保
全と管理について，河川などの
陸水も含め，基礎的な内容につ
いて理解している。

・魚介類の飼育や観察などの基
礎的な内容を理解している。ま
た、生態系や生息環境など海や
陸水の生物の特性や、生態系サ
ービスの概要を理解している。
■小テスト

・海洋環境の概要や役割及び保
全と管理について，河川などの
陸水も含め，基礎的な内容につ
いての課題を発見し、合理的か
つ創造的に解決しようとしてい
る。

・魚介類の飼育や観察などの基
礎的な内容、生態系や生息環境
など海や陸水の生物の特性や、
生態系サービスの概要について
の課題を発見し、合理的かつ創
造的に解決しようとしている。
■話し合い・発表

・海洋環境の概要や役割及び保
全と管理について，河川などの
陸水も含め，基礎的な内容につ
いて自ら学び、主体的かつ協働
的に取り組もうとしている。

・魚介類の飼育や観察などの基
礎的な内容、生態系や生息環境
など海や陸水の生物の特性や、
生態系サービスの概要について
自ら学び、主体的かつ協働的に
取り組もうとしている。
■発言・行動観察、ノート

(３)基礎実習
　救急救命法
　遠泳実習
　スキンダイビング

海上において身体を安全に処する能力を養うと共に強健
な心身の発達を図り、海に対する理解と関心を深めるこ
とができるよう指導する。
・遠泳実習では平泳ぎを中心に立ち泳ぎや浮き身法など
を指導する。
・スキンダイビングでは機材の使用方法や基本的技術を
指導する。

水産業や海洋関連産業で必要な
基礎的な技術を習得している。

海上での安全確保のための課題
を発見し、合理的かつ創造的に
解決しようとしている。

海上を中心とする集団行動を通
して自ら学び主体的かつ協同的
に取組もうとしている。

5

(1) 海のあらまし
　イ　海と食生活・文化・社会

・海と人間生活の関わりの歴史からなる海洋文化、日本
人の水産物を中心とする特徴的な和食の文化，水産物に
含まれるタンパク質や有効成分が食生活に果たす意義に
ついて理解できるよう指導する。(水産海洋基礎P14～22
)

・四方を海に囲まれ，豊富な水産物をタンパク質供給源
としてきた魚食文化をもつ我が国の食生活及び漁村の果
たす役割の重要性や，海と人間の古来の関わりの全体像
を概観できるよう指導する。(水産海洋基礎P22～23)

・海洋文化，日本人の水産物中
心の特徴的な和食の文化，水産
物に含まれる有効成分が食生活
に果たす意義について理解して
いる。

・水産物をタンパク質供給源と
してきた魚食文化や漁村の果た
す役割の重要性や，海と人間の
古来の関わりを理解している。
■小テスト

・海洋文化，日本人の水産物中
心の特徴的な和食の文化，水産
物に含まれる有効成分が食生活
に果たす意義についての課題を
発見し、合理的かつ創造的に解
決しようとしている。

・水産物をタンパク質供給源と
してきた魚食文化や漁村の果た
す役割の重要性や，海と人間の
古来の関わりについての課題を
発見し、合理的かつ創造的に解
決しようとしている。
■ワークシート

・海洋文化，日本人の水産物中
心の特徴的な和食の文化，水産
物に含まれる有効成分が食生活
に果たす意義について自ら学び
、主体的かつ協働的に取り組も
うとしている。

水産物をタンパク質供給源とし
てきた魚食文化や漁村の果たす
役割の重要性や，海と人間の古
来の関わりについて自ら学び、
主体的かつ協働的に取り組もう
としている。
■発言・行動観察、ノート

※年度末の
ＰＤＣＡサイクルのための

点検記入欄

(３)基礎実習
　隊列訓練
　マナー指導

海、水産物及び船に関する基礎的な知識と技術を習得さ
せると共に、水産や海洋への興味・関心を高め、集団行
動を通して規律や規範意識などの涵養を指導する。
・様々な隊列の仕方、点呼及び人数確認法を指導する。
・入退室時のあいさつの仕方などを指導する。

水産業や海洋関連産業で必要な
基礎的な技術を習得している。

海上での安全確保のための課題
を発見し、合理的かつ創造的に
解決しようとしている。

海上を中心とする集団行動を通
して自ら学び主体的かつ協同的
に取組もうとしている。

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度

4

(1) 海のあらまし
　ア　日本の海、世界の海

・河川、湖沼など陸水も含め、海洋資源や物資の輸送等
、海の人類への貢献や役割の具体例について指導する。
　(水産海洋基礎P1～4)
・日本及び世界の海について、海流が気候や気象に及ぼ
す影響及び生命の維持など、海と人間生活との関わりの
基礎的な事項を指導する。
　(水産海洋基礎P4～9)　
・基本的な海洋関連法規を含めた国際協調などについて
、偉人の例も含めながら、概要を指導する。(水産海洋
基礎P9～12)

・海洋資源や物質の輸送、海の
人類への貢献や役割、国際協調
について基礎的な内容を理解し
てる。
・海流が気候や気象に及ぼす影
響、生命の維持について基礎的
な内容を理解している。

■小テスト

・海洋資源や物質の輸送、海の
人類への貢献や役割、国際協調
についての課題を発見し、合理
的かつ創造的に解決しようとし
ている。
・海流が気候や気象に及ぼす影
響、生命の維持についての課題
を発見し、合理的かつ創造的に
解決しようとしている。
■話し合い・発表、論述・レポ
ート、ワークシート

・海洋資源や物質の輸送、海の
人類への貢献や役割、国際協調
について自ら学び、主体的かつ
協働的に取り組もうとしている
。
・海流が気候や気象に及ぼす影
響、生命の維持について自ら学
び、主体的かつ協働的に取り組
もうとしている。
■発言・行動観察、自己評価シ
ート、ワークシート

船舶の安全かつ適切な航海や漁業生産への活用を目指して自ら学び、
水産業や海洋関連産業の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組
む態度を身に付けている。

年間指導計画表

月
予定
時数

実施
時数

指導項目 指導内容（教科書）
評価の観点 評価規準・評価方法

振り返り

特記事項 座学：２単位　実習：２単位

科目目標

　水産の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、水産業や海洋関連産業を通じ、地域や社会の健全で持続的な発展を担う職業人として必要な資質・能力を次のとおり育成す
ることを目指す 。
(１)　水産業や海洋関連産業の国民生活における社会的意義や役割などについて体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。
　　【知識及び技術】
(２)　水産業や海洋関連産業全体を広い視野で捉え課題を発見し、水産業や海洋関連産業に関わる者として 合理的かつ創造的に解決する力を養う。
　　【思考力・判断力・表現力等】
(３)　持続可能な水産業や海洋関連産業の構築を目指して自ら学び、地域の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。【学びに向かう力、人間性等】

評価の観点

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度

船舶の安全かつ適切な航海について体系的・系統的に理
解しているとともに、関連する技術を身に付けている。

船舶の安全かつ適切な航海に関する課題を発見し、船舶の運航
や漁業生産に従事する者として合理的かつ創造的に解決する力
を身に付けている。

使用する教科書

水産海洋基礎 　 4 4 海洋技術科 １年 必修 海文堂出版　｢水産海洋基礎｣

科目名 単位数 標準単位数 対象学科・コース・類型・系列 対象学年・組 必修・選択

沖縄水産高等学校



知 思 態 知識・技術 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度
月

予定
時数

実施
時数

指導項目 指導内容（教科書）
評価の観点 評価規準・評価方法

振り返り

6

○

6

○ ○ ○

16

○ ○

○
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14

○

○

○

14

○ ○ ○

14

○ ○ ○

14

○ ○ ○

計 136

(３)基礎実習
漁具製作(6)
手旗信号(6)

海上において身体を安全に処する能力を養うと共に強健
な心身の発達を図り、海に対する理解と関心を深めるこ
とができるよう指導する。
・釣具などの基本的な結び方について指導する。
・原画形象及び文字形象方法を学び送受信方法について
指導する。

水産業や海洋関連産業で必要な
基礎的な技術を習得している。

海上での安全確保のための課題
を発見し、合理的かつ創造的に
解決しようとしている。

海上を中心とする集団行動を通
して自ら学び主体的かつ協同的
に取組もうとしている。

1

2

3

⑵水産業と海洋関連産業のあら
まし

エ　我が国の水産業と海洋関連
産業

・海洋性レクリエーション、沿岸域の整備、開発、調査
、海洋エネルギーなどの資源開発等、海洋関連産業の現
状について，その概要を理解できるよう指導する。
(水産海洋基礎P105～119)

・海洋性レクリエーション、沿
岸域事業、資源開発等の海洋関
連産業の現状を理解している。
■小テスト

・海洋性レクリエーション、沿
岸域事業、資源開発等の海洋関
連産業の現状についての課題を
発見し、合理的かつ創造的に解
決しようとしている。
■話し合い・発表、ワークシー
ト

・海洋性レクリエーション、沿
岸域事業、資源開発等の海洋関
連産業の現状ついて自ら学び、
主体的かつ協働的に取り組もう
としている。
■発言・行動観察、ノート

(３)基礎実習
カッター実習

海上において身体を安全に処する能力を養うと共に強健
な心身の発達を図り、海に対する理解と関心を深めるこ
とができるよう指導する。
・カッターの各部名称、漕艇方法や帆走法について指導
する。
・航路標識、潮汐及び潮流、航海計画、気象海象、操船
など基礎的な内容を指導する。

水産業や海洋関連産業で必要な
基礎的な技術を習得している。

海上での安全確保のための課題
を発見し、合理的かつ創造的に
解決しようとしている。

海上を中心とする集団行動を通
して自ら学び主体的かつ協同的
に取組もうとしている。

11

12

⑵水産業と海洋関連産業のあら
まし

ウ　水産物の流通と加工

・国内外の水産物需給の動向や今後の見通しについて理
解できるよう指導する。
(水産海洋基礎P77～85)

・水産物の調理、加工、販売について地域の水産物加工
場や流通現場の見学などを通して危害分析・重要管理点
方式（HACCP 
システム）などの食品の安全管理体制に触れるとともに
、その概要を理解できるよう指導する。
(水産海洋基礎P85～102)

・国内外の水産物需給の動向や
今後の見通しについて理解して
いる。

・水産物の調理、加工、販売に
関する安全管理体制を理解して
いる。
■小テスト

・国内外の水産物需給の動向や
今後の見通しについての課題を
発見し、合理的かつ創造的に解
決しようとしている。 

・水産物の調理、加工、販売に
関する安全管理体制についての
課題を発見し、合理的かつ創造
的に解決しようとしている。
■話し合い・発表

・国内外の水産物需給の動向や
今後の見通しについて自ら学び
、主体的かつ協働的に取り組も
うとしている。

・水産物の調理、加工、販売に
関する安全管理体制について自
ら学び、主体的かつ協働的に取
り組もうとしている。
■発言・行動観察、ノート

(３)基礎実習
ロープワーク実習(結索)（8)
機関実習(8)

海上において身体を安全に処する能力を養うと共に強健
な心身の発達を図り、海に対する理解と関心を深めるこ
とができるよう指導する。
・ロープの構造や取扱い、基本的な結びの種類や末端の
処理法について指導する。
・エンジンの基本構造や始動法について指導すると共に
基本的な溶接技術について指導する。

水産業や海洋関連産業で必要な
基礎的な技術を習得している。

海上での安全確保のための課題
を発見し、合理的かつ創造的に
解決しようとしている。

海上を中心とする集団行動を通
して自ら学び主体的かつ協同的
に取組もうとしている。

9

10

⑵水産業と海洋関連産業のあら
まし

イ　とる漁業、つくり育てる漁
業と資源管理

・漁業の沿革と現状、国内外の漁業生産の動向と資源管
理体制について、地域の漁業の見学や調査などを通して
、具体的に理解できるよう指導する。 
(水産海洋基礎P53～58)

・とる漁業やつくり育てる漁業では、水産生物の習性と
漁具、漁法及び漁業関連機器などの概要、我が国におけ
る基本的な増養殖について、理解できるよう指導する。
(水産海洋基礎P58～68)
・資源管理型漁業についての概要を理解できるよう指導
する。また、資源管理型漁業及びつくり育てる漁業の重
要性について扱う。
(水産海洋基礎P69～74)

・漁業の沿革と現状，国内外の
漁業生産の動向や、とる漁業、
つくり育てる漁業の概要，基本
的な増養殖について，理解して
いる。

・資源管理型漁業についての概
要やその重要性を理解している
。
■小テスト

・漁業の沿革と現状，国内外の
漁業生産の動向や、とる漁業、
つくり育てる漁業の概要，基本
的な増養殖についての課題を発
見し、合理的かつ創造的に解決
しようとしている。 

・資源管理型漁業についての概
要やその重要性についての課題
を発見し、合理的かつ創造的に
解決しようとしている。
■話し合い・発表

・漁業の沿革と現状，国内外の
漁業生産の動向や、とる漁業、
つくり育てる漁業の概要，基本
的な増養殖について自ら学び、
主体的かつ協働的に取り組もう
としている。

・資源管理型漁業についての概
要やその重要性について自ら学
び、主体的かつ協働的に取り組
もうとしている。
■発言・行動観察、ノート

(３)基礎実習
 海洋宿泊実習　
　遠泳実習
　スキンダイビング

海上において身体を安全に処する能力を養うと共に強健
な心身の発達を図り、海に対する理解と関心を深めるこ
とができるよう指導する。
・海洋宿泊実習では、集団生活に必要な基礎基本的な行
動を身に付けると共にプ－ルワークで身に付けた遠泳や
スキンダイビング技術を実際に海上における身体を安全
に処する指導を行う。

水産業や海洋関連産業で必要な
基礎的な技術を習得している。

海上での安全確保のための課題
を発見し、合理的かつ創造的に
解決しようとしている。

海上を中心とする集団行動を通
して自ら学び主体的かつ協同的
に取組もうとしている。

7

⑵水産業と海洋関連産業のあら
まし

ア　船と暮らし

・船の種類と役割，構造等に関する基礎的な事項及び操
船について，実習船や地域の船と関連させて取り上げ，
我が国における船の歴史や船が支えた文化，船の安全な
運航，海上輸送などについての概要を理解できるよう指
導する。(水産海洋基礎P37～51)
・航海計器、水路図誌、船舶の出力装置、船位通報制度
、乗組員の管理及び訓練等に関する基礎的な内容を指導
する。

・船の種類と役割、構造等に関
する基礎的な事項及び船の歴史
、文化、船の安全な運航、操船
、海上輸送について理解してい
る。
■小テスト

・船の種類と役割、構造等に関
する基礎的な事項及び船の歴史
、文化、船の安全な運航、操船
、海上輸送などについての課題
を発見し、合理的かつ創造的に
解決しようとしている。

・船の種類と役割、構造等に関
する基礎的な事項及び船の歴史
、文化、船の安全な運航、操船
、海上輸送などについて自ら学
び、主体的かつ協働的に取り組
もうとしている。


